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概要
本事例は、オンライン個⼈セッションでの⾳楽⼼象（ Music and Imagery; MI）を介した
⾳楽療法学⽣の個⼈的発達について解説している。クライエントの主な療法的ゴールは、
⾃⼰認識を⾼めること、内的資源（ inner resource）を⾒出し強化すること、汲み取られ
ることのなかった気持ちを明らかにして受け⼊れること、そして本来性（ authenticity）
を⾼めることである。7週間に渡って⾏われた全 5回のセッションでの彼⼥の個⼈内プロ
セス（ intrapersonal process）を詳しくまとめ、GIM 連続体モデル（ Continuum Model 
of Guided Imagery and Music; CMGIM）における各 MIのレベルについても解説している。

キーワード:⾳楽⼼象（ Music and Imagery; MI）、⾳楽誘導⼼象（ Guided Imagery and 
Music; GIM）、GIM連続体モデル（ Continuum Model of Guided Imagery and Music; 
CMGIM）、⾳楽療法学⽣、個⼈的発達

はじめに
⾃⼰認識（ self-awareness）はセラピストとしての能⼒を成す基礎的な要素の⼀つである
（ Camilleri, 2001; Mojta et al., 2014）。セラピスト⾃⾝が個⼈的に受ける療法は⾃⾝の糧
となり、クライエントと対峙する際の存在感や⼿腕に響いてくる（ Geller, 2013）。職業
的観点から療法的プロセスを理解するだけでなく、⾳楽療法学⽣や上級トレーニングの
受講者が健やかさを保って成⻑していくためにも、個⼈的に⾳楽療法を受ける意義はあ
るだろう（ Abbott, 2014; Abrams, 2014; Fox & McKinney, 2016; Gardstrom & Jackson, 
2014; Hesser, 2014; Jackson & Gardstrom, 2012; Scheiby, 1991; Villancourt, 1996）。同
じく、臨床を⾏う者や実習課程にある者が個⼈的に療法を受けることは、⼼理療法の分
野においても重要視されてきた（ Edwards, 2018; Norcross, 2000, 2005; Rake & Paley, 
2009; Ziede & Norcross, 2020）。
臨床実践という枠組みで⾒た場合、⾳楽療法⼠の個⼈的発達はクライエントとの療法
的関係に直結している。この枠組みにおける個⼈的発達は⽬的を伴い、意図的に設定し、
評価できるものかもしれない（ Irving & Williams, 1999）。この個⼈的発達が、セラピス
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トの⼀⽣涯にわたる個⼈的成⻑に影響を及ぼすこともあるだろう。本事例では、オンラ
イン個⼈療法における⾳楽⼼象（ Music and Imagery; MI）を介した⾳楽療法学⽣の個⼈
的発達について解説している。 

GIM 連続体モデル（The Continuum Model of Guided Imagery and Music; 
CMGIM）

音楽誘導心象（ Guided Imagery and Music; GIM）と音楽心象（ Music and 
Imagery; MI）の大まかな経緯

ヘレン・ボニーは、⾳楽、殊にその美的要素が⼼理的・⼼魂的変容を育むという揺るぎ
ない信念のもと、1970 年代に⾳楽誘導⼼象（ Guided Imagery and Music; GIM）を確⽴し
た。ボニーは当初、「⾃⼰理解と個⼈的成⻑のために、リラクゼーションと⾳楽によって
掻き⽴てられた⼼象を意識的に使うこと」（ Bonny, 2002c, p. 95）が GIM であるとし、
「⼈間性、およびトランスパーソナルの領域においてより豊かな体験と洞察⼒を得たい」
者の⼒になろうと考えていた（ Bonny, 2002b, p. 60）。⾳楽療法の受容的技法である GIM
は、「変性意識状態で⾳楽を聴く間、体験していることを描写しながらガイðと対ñする
ことを伴う個⼈を対象とした療法であり、òし、そして⾃⼰実óの⼿ôである」
（ Bruscia, 1998, p. 493）。õくリラöクスしたこの変性意識状態での⼼象体験は、セラ
ピスト（ガイð）によって÷øされるのではなく、「セöションùにúこり得るクライエ
ント⾃⾝のûü（ psyche）の描写に⼼ýくþでÿれるよう、注意õく、具体的に」
（Bonny, 2002c, p. 98）導かれていく。 GIM を実践するためには、õく包括的なトレー
ニングを修了しなければならない。 

1980 年代には、ボニーに師事したフランシス・ゴールðバーグとリサ・サマーが GIM
の新たな⼿法として⾳楽⼼象（ Music and Imagery; MI）を発展させた（ Montgomery, 
2012; Summer, 2015a）。 MI は、GIM を使うことが臨床的に不適切な対象者のために、
よりクライエントù⼼の⼿法として⽣み出されたものである（ Summer, 2011）。 1989年、
ボニーは GIMトレーニングをより臨床的知識に基づいたものへと改め、GIMは⼼理療法
であるとした（ Summer, 2015a）。 MI の⽬的は、「クライエントの体験を、簡単に⾔語化
し理解できるような⼀つのイメージに『収める』ために、GIM の各構成要素を短く簡略
化すること」（ Summer, 2015a, p. 341）だった。そして、ボニー式 GIM と MI の違いに
ついて、サマー（ 2015a）は以下のように⾔明している：

ボニー式が深い変性意識状態と想像⼒をかきたてるような⼀連の⾳楽プログラム
を使って多くのイメージを喚起する探求的⼿法であるのに対し、MI は短いリラク
ゼーションとシンプルな⾳楽を繰り返して⼀つのイメージを喚起する特定的⼿法
である。（p. 341）

ウォルバーグ（ 1988/1995）が提唱した⼼理療法における分類表ø（⽀持的、再教育的、
再構築的）は、ウィーラー（ 1983）によって⾳楽療法の分野に伝えられた。これを応⽤
したゴールðバーグとサマーは、GIMおよび MIのトレーニングをô階的理解をふþえた 
⼀貫性のあるものにし（ Goldberg, 2015）、⾳楽⼼象（MI）実践の連続体モデルを発展さ
せていった。 

GIM 連続体モデル 

GIM 連続体モデル（ The Continuum Model of Guided Imagery and Music; CMGIM）は、
受容的⾳楽療法の⼿法である⾳楽誘導⼼象（ GIM）と⾳楽⼼象（ MI）から成る
（ Summer, 2015b）。相応に柔軟性のある感情的能⼒を ⽋くクライエントにとっては GIM
が逆効果となり得るため、セラピストには療法的介⼊の仕⽅とアプローチを調整する責
任がある。ウォルバーグ（ 1988/1995）は「患者が⾒せるとっさの反応と感受性に対し
何の調整もせずに介⼊するような無ü経なセラピストは、助⼒ではなく害を与えかねな
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い」と説いた（ p. 104）。クライエントの能⼒と⼼理感情的な位置を把握することは重要
である。なぜなら、GIM のような底知れない⼿法を、何の逆効果も考慮せずに、毎セö
ションどのクライエントにも使うことは、⾳楽⼼理療法における倫理的問題を引きúこ
す可能性があるからだ（ Bruscia, 2015）。したがって、セラピストは、GIMおよび MI 連
続体の実践状況下における療法的意図を把握しておかなければならない。明確な療法的
意図は、クライエントの独特なニーズに沿って臨機応変に療法的アプローチを組み⽴て
ることに役⽴つだろう。セöションùの決断のプロセスは、クライエントとセラピスト
のダンスのようでもある。クライエントが⾃⾝の胸ùを探る⼀⽅、セラピストはクライ
エントの状態に基づいて何が可能なのかを⾒極めながら⾃⾝の内的反応を認識しようと
努めるのだ。
⼈間性⼼理学とトランスパーソナル⼼理学に則って  GIM を構築する上でボニー
（ 2002a）が拠りどころとしたのは、「我々⼈間には、⾃らの潜在能⼒のõみと⾼みを探
求する⼒があり、⼼理的異変は、病というよりも、むしろ潜在的成⻑性（ growth 
potential）なのかもしれない」（ p. 12）という点だった。療法的レベルにおけるゴールや
アプローチに関わらず、GIM 連続体モデルの核にあるのは、「⾳楽に ⾜を踏み⼊れる、あ
るいは⾳楽と⼀つになることを⾃らに許可する」（ Bonny, 2002d, p. 133）という姿勢で
ある。これを踏þえて、⾃⼰認識を⾼め「洞察⼒と全体性」（ Bonny, 2002c, p. 96）を体
óするため、クライエントは内的資源の活発化と統合のプロセスへと導かれる。 

GIM 連続体モデルについて、サマー（2005）はその実践レベルと⼼理学的õさを海に
例えて説明している。海⽔は GIM 連続体モデルにおける⾳楽である。海洋学的に⾒ると、 
⽔õの連続体は砂浜のようにとても浅い所に始þり、海溝のようにかなりõい所þで続
いている。同じように、GIM 連続体モデルは、最も浅い⽀持的 MI（⾳楽⼼象）に始þり、
最もõい再構築的 GIM（⾳楽誘導⼼象）þで続いている。

⽀持的（ supportive） MI のレベルにおいて、クライエントは浅瀬を⾒て回るかもしれ
ない（ Summer, 2005）。⽀持的 MIは感情的均整を取るために⼼理的な資源探しをする場
であり、クライエントは肯定的な内的資源（例えば、⾃⾝の内側にある肯定的なものや 
⽀えとなっている何か）を探してみるよう促される。このように肯定的な内的特質を明
確にし、理解し、⾃分のものにすることが、クライエントのûü的強さ（ ego strength）
と感情的能⼒（ emotional skill）を育むのである。þた、イメージはクライエントの⼼理
的素材を運ぶ役割を担っている。例えば、クライエントが⾃⾝の内側で無条件に寄り添
ってくれる⾳楽の存在に気づくこともあるだろう。信頼あるいは安⼼できる⽀持的な何
かを⾒つけたら、クライエントがそれを可能なかぎり明瞭に感じ取ることが⼤切である。
それは、個⼈内の取り組みにおける根幹となる部分で⾃⾝の資源とのラポールを築くた
めである。

再教育的（ re-educative） MIレベルにおいて、クライエントは浅瀬よりもõくへ⾏き、 
⼒強くなった内的資源を使ってさらなる海洋⽣物を調べことができる（ Summer, 2005）。
「⽣きる上で重要なパターンを⼀つ変えることができたならば、回復した統御感はその
⼈の⾏動全般に般化されていくだろう」（ Wolberg, 1988/1995, p. 144）という理論的根
拠に基づいて、このレベルで要となるのは洞察を得ることである。クライエントは厄介
な気持ちや症状、ある程度気にかかっている⼼理的葛藤など、緊張を伴う内的素材に直
接関わっていく。例えば、⻑い間気づきもしなかった孤独感に触れたクライエントが、
時間をかけてそれを探り、新たな理解と洞察を得ることもあるだろう。⾃⼰の内側にお
ける「再教育」は洞察を得る過程で⽣じるのである。したがって、セラピストはクライ
エントが「個⼈内の不⼀致から来る違和感を⼗分に⾃覚する」（ Abbott, 2010, p. 3）ため
の⼿助けをする。

再構築的（ reconstructive） MI レベルにおいて、クライエントはðのñれをòみにóみ
ながら浅瀬よりもさらにõくへとôいでいく（ Summer, 2005）。ここでのゴールは、ク
ライエント⾃⾝を感情的õöから解き÷つ⼿⽴てを⾒出すことである（ Summer, 2015a）。
例えば、不安に取り組むことをøして、クライエントは不安を受け⼊れ、不安とùに⽣
きるための変ú的かつ統合的な解決ûにたどりüくかもしれない。ウォルバーグ
（ 1988/1995）は、再構築的な内的取り組みにおける療法的⽬的を以下のようにýべた。
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再構築的⼼理療法が⽬指すのは、個⼈の能⼒を低下させる症状や不健全な⼈間関
係の改善を通して効果的な⽣活機能を回復するのみならず、新しい適応的潜在能
⼒の創造を伴う感情的発達の安定を促進することである。（p. 225）

連続体モデルがþえたñ動性は、クライエントが内的資源を探求することを え、⼼理
感情的、⼼魂的、超個的（ transpersonal）成⻑を緩やかに育むのである。

音楽心象（Music and Imagery；MI）の手順 

GIMセöションとは異なり、MIセöションは、⻑いリラクゼーションやõい変性意識状
態、感情を揺さぶるような楽曲の連なり、そして⾳楽を聴きながら交わされるクライエ
ントとセラピストの会ñを伴わない。þた、MI 体験の過程でクライエントがソファーや
マöトに横たわることもない。 

MIセöションには 5つのô階がある。それらは、（ a）プレリューð（ prelude） ̶ クラ
イエントは⾃⾝の内⾯を注意õく観察し、セラピストはこれから始þるクライエントの 
MI体験のために必要な情報を集める、（ b）移⾏（ transition） ̶ クライエントとセラピス
トはクライエントが重点を置く内的素材を決め、その内的素材に⾒合う楽曲を選ぶ、（ c）
導⼊（ induction） ̶ クライエントがなるべく内的素材に近づこうと⼼の速度を落とせる
ように、セラピストは「⾳楽体験に向けた最初の⼤枠」（ Summer, 2002, p. 303）を与え
る、（ d）⼼象体験（ imagery experience） ̶ ⾳楽を聴きながら（曲の⻑さにもよるが、⼤
抵は⼀曲が繰り返される）クライエントが芸術的な形態（例えば、絵を描くこと、⾝体
表óなど）をøして内的素材を感じ探求する、そして（ e）ポストリューð（ postlude） 

̶セラピストは、（クライエントが）表⾯化してきたものをより確かなものとして捉えら
れるように、MI体験を振り返って理解することを助ける（ Abbott, 2014）。

セラピストの背景
⼈間性⼼理学の⽴場から、セラピストの役割とはクライエントが元来持つ成⻑⼒を活性
化し、クライエントが内的資源を磨くのを助けることだと私は考えている。⽣きている
と様々な困難に直⾯することがあるが、もがいているときこそ、私たちは内⾯的変化の
真只ùにいるのだ。ロジャース（ 1989）は「⼼理的に⾃由な者は、より存分に機能する
⼈間になるべくして進む」（ p. 191）と説いた。そのような⼼理感情的変化は即席で う
ものでもなく、むしろô階を踏んだプロセスである。
近年私が個⼈実践において注⼒しているのは、ある程度健やかな成⼈のセルフケアと
個⼈的成⻑の⽀援である。メイ（仮名）が紹介されてきたとき、私の実践は新型コロナ
ウイルス感染症（ COVID-19）のパンデミöク下にあった。そのため、『医療保険の相互
運⽤性と責任に関する法律』（ Health Insurance Portability and Accountability Act; U.S. 
Department of Health and Human Services, 2022）を遵守したビデオ会議プログラムであ
るズーム（ Zoom, 2017）によるオンラインセöションのみを⾏っていた。メイとのセö
ション（1 回 90 分）は、全 5 回、7 週に渡って⾏われた。þた、セöションのない週、
メイには 2 度、セöション外課題に取り組んでもらった。セöション後には毎回振り返
りのための質問があり、彼⼥がその答えをù有したことで私はメイの内的プロセスに寄
り添うことができた。

守秘義務と透明性
全てのセöションの終了後、メイがセöションでやり遂げた内容を学術的にþとめたい
という私の考えを彼⼥に伝えた。⾳楽⼼象での⾃⾝の体験がどう要約されるかに興味を
持った彼⼥は、教育的観点から理解をõめられる可能性を感じ、個⼈情報の匿名化によ
る守秘義務の遵守を条件に、インフォームðコンセントに署名し、本事例内容の使⽤を
許可した。
本論⽂ùにあるメイについての事柄や彼⼥の発⾔は、Eメールで彼⼥に送信した。彼⼥
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はそれを⾒直し了解した上で、私が本論⽂を発表することに同意し、署名した。この⼯
程により、彼⼥の発⾔についての私の理解を再確認することができた。
本論⽂は研究論⽂ではないため、治験審査委員会（Institutional Review Board; IRB）の
判断を仰ぐことはしなかった。しかし、正しい倫理原則を固守するに当たり、⾳楽⼼象
学会（Association for Music and Imagery）の『ボニー式 GIM の実践における倫理的⾏
動規範の規定』（2015）と、⽶国⾳楽療法学会の『倫理規定』（2019）に従った。私⾃⾝
が書き留めたセöション記録と、メイの振り返りの記録を参考にしたが、そのどちらに
も彼⼥の名前や個⼈情報を明かすような内容は含þれていない。

クライエント 

20 代のメイは、⾳楽療法を専攻する⼤学⽣だった。卒業論⽂を書くにあたり、彼⼥は⾳
楽誘導⼼象（Guided Imagery and Music; GIM）に関⼼を寄せていた。彼⼥の÷導教授か
ら紹介されたとき、⾳楽⼼象（Music and Imagery; MI）のような受容的⾳楽療法を使っ
て⾃⼰を探求することにも興味を持っていた。少しおとなしめだが、注意⼒に優れ、礼
儀正しい印象を受けた。þた、優しく思慮õい雰囲気も感じられた。アセスメントùは
⾃らの過去や考え、気持ちについて慎重に⾔葉を選んでñしていた。

メイは⽇頃、⼤学の課題や臨床実習、アルバイト、家事、楽器練習などで忙しくして
いた。友達には恵þれている様⼦が窺えた。⺟親は明るく⾯⽩い⼈で、⽗親は親切で優
しい⼈だと語った。彼⼥が 10 代の頃に両親が離婚すると、⽗⽅の祖⽗⺟や従兄弟とは少
しずつ疎遠になっていった。当時、学校でのカウンセリングやその他のセラピーを勧め
られたことはなく、離婚に関して家族以外の誰かとñすことはほとんどなかった。両親
の離婚に伴い⽗親との距離が広がったこともあり、メイは急速におとなびていったのか
もしれない。そして、⺟親に余計な⼼配をかけþいと、⾃⾝の⼼理感情的欲求をある程
度抑えていたかのように⾒受けられた。
幼いころに⾳楽を習いはじめたメイは、⾔葉で何かを伝えることが得意でないからこ
そ⾳楽には何度も救われたと⾔った。⾳楽をøして誰かと⾮⾔語的やりとりができるこ
とは、彼⼥に開÷感と充⾜感をもたらした。 

⼤学の課題や臨床実習のことになると、⾃分がどう評価されているのか不安になるこ
とは⾃覚していた。そしてûü的にも⾁体的にも疲れたとき、メイは⾃分に対して否定
的で批判的になりやすかった。⾃⼰批判している⾃分を批判してしþうことすらあった。
買い物や部屋の⼤掃除など、彼⼥が⾏うセルフケアはほとんど外向きなものだった。þ
た、ポöプ⾳楽を楽しむときもあれば、穏やかなクラシöク⾳楽でリラöクスするとき
もあった。これþでのセラピー体験は、2 年前に GIM トレーニングùのセラピストから
受けた 60 分間の GIMセöションのみだった。

メイの⾃⼰批判はアセスメントの過程で顕著に⾒られた。そして、⾃⾝の感情や⾝体
感覚からは距離があるような、「感じる」ことよりも「考える」ことに慣れているように
も⾒受けられた。このことが⾃⾝との居⼼地の悪さと不⼀致をúこしていた可能性もあ
った。彼⼥の受け答えは明確で節度があるにも関わらず、純粋性（genuineness）に⽋け
ていた。「⾳楽⼼象で⾃分を探求したい」というのはメイが決めた⾃⾝へのゴールで、主
に教育的な動機に基づいていた。そこで私は彼⼥が⾃⼰認識（self-awareness）を⾼める、
内的資源（inner resource）を⾒出し強化する、汲み取られることのなかった気持ちを明
らかにして受け⼊れる、そして本来性（authenticity）を⾼めるという療法的ゴールを加
えた。

療法的プロセス

セッション 1：資源探し（支持的 MI）
アセスメントでの聞き取りを経て、メイにとって肯定的なことは何かと尋ねた。彼⼥は、
家族や親しい友達からの⽀えを実感していた。ただ、⾃⾝の内⾯を⾒つめ、意図的に⼼
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に⽿を傾けることにはためらいがあるようだった。私は、「今、ここ」でどんな気持ちに
なろうとも、それに少し気づくだけで良いのだと伝えた。⾃⾝の内的世界に⽬を向けら
れるようになってくると、彼⼥は⾳楽との関係についてñし始めた。⾳楽は、ùに困難
に⽴ち向かってくれる「戦友」のような存在だった。そして、側らから⾳楽に⽀えられ
ているような気がしていた。メイの肯定的な内的素材は⾝近なところにあったのだ。こ
れから始þる⾳楽⼼象（ MI）体験のため、メイには A4 サイズの紙の真んùに直径約 13
センチほどの円を描いてもらった。⾊鉛ðセöトは彼⼥の⼿のñくところにòþしてあ
った。

メイは、MI を介してもう少しõいレベルで⾃分のùの⾳楽に近づいてみても良いと思
っていた。内的世界を⾒つめ、⾃⾝の内側にある⾳楽を感じようとするóô⼼もõ⽣え
ていた。どんな気持ちになっても批判しなくて⼤ö÷だと、私は念をøした。メイは、
内側にある⾳楽からùかさを感じ始めた。そこで、内的資源である彼⼥の⾳楽の様⼦に
合う楽曲を探すことにした。何曲かú粋して聴きûべながら、それüれの曲がどんなふ
うに聴こえるかをメイに尋ねた。þた、楽曲のどんな性質が彼⼥のùの⾳楽に響いたか、
あるいは響かなかったを確かめた。彼⼥は、すでにý染みõい曲であるモーþァルトの
『オーボエ 奏曲 ハ⻑調 第 1 楽章』を選んだ。内側の⾳楽と必要なだけõく繋がる
ことを促す短い導⼊で、MI を始めた。⾳楽が始þると、メイは使 ⽤済みコピー⽤紙の裏
に慎重に絵を描いていった。
そうするうちに⾳楽に守られ⽀えられているような感じがして、メイの⼼は落ちüき、
ùかくなっていった。絵のù⼼に位置するピンクは⾃分を表し（図 1）、その周りにオレ
ンジ（家族の⽀え）、⻩緑（⽬の前に広がる草原のイメージとオープンな気持ち）、⻩⾊
（明るい気持ちへと導く陽の光）、そして⽔⾊（ためらいや迷い）がある。この MI 体験
の間、「⾳楽って楽しいでしょ？」と⾳楽に問われた気がした彼⼥は、⼼のùで「楽し
い！」と答えていた。この本⾳の内的対ñから、彼⼥と⾳楽の間には強く肯定的な絆があ
ること、そして彼⼥が⾳楽を内的資源として認識していることがはっきりした。

図 1. 『無題』

メイは、ピンクの周りにある⾊が彼⼥の周りの⼈々に紐づいていることに驚いた。そし
て、8分にも満たない曲にこれほどにも気持ちを動かされたのは彼⼥にとって意外だった。
この気づきを経て、彼⼥はさらに⾃⾝への興味が湧き、次のセöションが楽しみになっ
た。

セッション 2：向き合うこと（再教育的 MI）と、内的強さへのアクセス
（支持的 MI）

この 1 週間、メイは前回のイメージを忘れることなく、⾝近な⼈たちの⽀えに対する感
謝の気持ちを感じていた。しかし、絵のùの⽔⾊が表すためらいや迷いが気に掛かって
いた。不安になると、彼⼥は⼤抵ソワソワして避けられない何かに⼼臓を掴þれたかの
ように⼒んでしþう。そのようなときは、気をそらすために部屋の⼤掃除をする。しか
しそれは表⾯的な⼀時凌ぎにすぎず、不安はþたいつか訪れる。メイはこの⼼理的パタ
ーンにうんざりしていた。そこで、もう逃げずに、 MI を介して⾃⾝の不安ときちんと向
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VOICES: A WORLD FORUM FOR MUSIC THERAPY REFLECTIONS ON PRACTICE 

き合うことにした。この MIでは、初めの絵の⽔⾊と不安な気持ちに焦点を当てた。彼⼥
の不安が抱える騒めきに合わせて私たちが選んだ曲は、フィリöプ・グラスの『ヴァイ
オリン 奏曲 第 1 番 第 1 楽章』だった。これは私が挙げた選択肢の⼀つで、⼀度だ
け繰り返された。
円の内側に濃い寒⾊系の⾊合いでネガティブな感情がóれた（図 2）。緊張感溢れる⾳
楽が、「今、ここ」で不安を体験する彼⼥を⾒守った。メイにとっては、þるで不安が迫
ってくるかのように⾳楽が迫ってきた感覚だった。すると驚いたことに、円のù⼼に⻩ 

⾊がóれた。そのときメイは、不安を表す⿊が率いる暗い⾊たちの圧⼒から逃げ切ろう
とする⻩⾊と同じ気持ちでいた。緊迫感が容赦なく極þるù、ヴァイオリンがピアニö
シモでその存在を知らしめたとき、凛とした⻩⾊の強さを感じた。オレンジは側で⻩⾊
を⽀えていた。

図 2. 『孤独な鳥』

メイが、どれほど⻩⾊とその強さにù鳴しているかを⽬の当たりにした私は、メイ⾃⾝
が⾒出したばかりのこの内的強さともっと繋がれるのではないかと考えた。メイ⽈く、
⻩⾊は「か細いけれど頑張って」おり、その⿎動は強く胸に響いてきた。彼⼥には、こ
のセöションでもう⼀度 MI体験をするòþができていた。さらに⻩⾊に近づいて内的強
さを育むためである。今回は、彼⼥が知っている楽曲のùに、⻩⾊が持つ性質に合う曲
があるかどうか尋ねた（例えば、「この⻩⾊が⾳楽だったら、どんなふうに聞こえる？」）。
彼⼥は、以前から良い繋がりがあったエルガーの『威⾵堂々 Op.39 マーチ』を選ん
だ。絵を描きながら、メイは⼼のùで⻩⾊に⾔った。「不安に負けずに頑張ったね。」す
ると、⼼象においても絵においてもその⻩⾊が広がり始め、描き終える頃にはメイの全
⾝はポカポカとùþっていた。『太陽』と名付けられたその絵には（図 3）、前出の絵を上
回るようなエネルギーや、広がり、肯定感があった。

図 3. 『太陽』

2回⽬のセöションの振り返りとともに、メイには⼀つ課題を出した。それは、核である
⻩⾊（『太陽』）を⽀えるような曲を何曲か選んでプレイリストを作り、óきなときに意
図的にそれを聴くことである。この課題の⽬的は、このセöションが終わってからも彼 

⼥の⼼象をより⾝近なものにし、内的強さを応援することだった。
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セッション 3：緊張感に寄り添う（再教育的 MI）
メイは初め、⾃分のために⾳楽を使うことに不慣れな気がしていた。それは、⾳楽療法
のトレーニングを経て、クライエントの⾳楽を優先することが当たり前になっていたか
らでもある。しかし、『太陽』のプレイリストを作るのは⼀重に彼⼥のセルフケアのため
で、⾃⾝に⽿を傾けるための時間を作り、思う存分意図的に⾳楽を聴くことが⽬的だっ
た。メイは、「⾳楽を選ぶのが楽しくて、óきな曲を聴けてよかった……プレイリストを
聴くのはレöスンやセöションのためではなく、⾃分だけのために⾳楽が毎⽇⼀緒にい
る感じ」だとñし、⾳楽は彼⼥の「チアリーダー」だと⾔い表した。⾳楽を使って⾃分
⾃⾝を労り、内的強さを受け⼊れることが、少しずつ彼⼥の⽇常の⼀部になってきた。
前セöションの絵（図 2）について⾔語化する間、メイはそれほど助け⾈を必要とせず、
思ったことを⾃らñしていた。ネガティブな感情に囲þれた⻩⾊い核が、彼⼥の⽬には
寂しそうに映った。þるで独りぼっちで巣にいる⼩⿃のようだったので、『孤独な⿃』と
いう題をつけた。その孤独な気持ちをõ掘りするうちに、⼦供の頃に感じていた気持ち
を思い出した。それは、殊に両親の離婚にþつわる悲しさと寂しさだった。不安と寂し
さの繋がりが気になったメイは、その寂しさを訪ねて寄り添ってみることにした。彼⼥
の寂しさに釣り合う⾳楽的緊張感を探すために私が何曲か例を挙げ、ùに試し聞きをし
た。それらにどんな性質が⾜りないのかを説明する彼⼥の頭にパöと閃いたのは、バö
ハの『無伴奏ヴァイオリン パルティータ 第 2 番 ニ短調（BWV 1004） シャコン
ヌ』だった。この曲の旋律的緊張感がぴったりだったのだ。
紫、⻘、⿊がメイの寂しさの機微を表していた（図 4）。⾚は、込み上げてきた怒りで
ある。⻩緑に縁取られて守られた⼩さな⻩⾊い丸たちは、⼤きな円のùにある多彩な⾊
を訪れていた。例えば、⾚に上塗りされて隠れている⻩⾊い丸は、実際に⾚に覆われて
息ができなかった。それは、⼗代の頃怒りに埋もれながらもそれを⾔い出せずにいた彼 

⼥そのものだった。彼⼥の内的葛藤は⼼象体験をøして姿を表した。⼀⽅、⺟親の愛情
を表すピンクは、嫌な感情を抱いているときでさえ、結局は⺟親から愛されていたのだ
と気づかせてくれた。

図 4. 『感情の混ざり合い』

彼⼥の記憶を情緒的に⼤きく揺さぶったのは⾳楽だった。õ層に響くほどの緊迫感に向
き合う⼼構えが、メイにはあった。敏感でも凛としたヴァイオリンのソロを聴くうちに、
寂しさや、寂しいと感じることへの恥ずかしさをどれほど懸命に抑õしようとしていた
かを思い出した。曲が進むにつれて彼⼥のð圧は強くなり、⾊を選ぶことに⼾惑うこと
もなくなっていった。怒りをはじめ、様々な気持ちを新しい紙に出し切ってしþうと⼼
が軽くなった。þた、もう裏紙を使っていないことから彼⼥が内的世界やイメージをよ
り⼤切に扱い始めたことが窺えた。メイにとって、切実な気持ちを描くのは浄化（カタ
ルシス）のようなものだった。⾊鉛ðを置いた彼⼥は、「抑えていた気持ちをこんなに出
せて良かったし、⼼がすっきりした」と⾔った。
このような浄化（カタルシス）の後は、⼼理的グラウンディング（grounding /地固め）
が不可⽋である。感情的解÷は、「その感情がどこから来たのか、þたなぜóれているの
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かを本質的に理解しないöり、療法的とは⾔い難い」（Bonny, 2002c, p. 99）。感情が⼊
り混じる彼⼥の絵を眺めながら、それüれの感情について気づいたことや覚えているこ
とはないかとメイに尋ねた。絵の意味する感情の原点は何なのか、以前はその感情に対
してどのような反応をøしたのか、その感情を今はどう受け取っているかを感じてほし
かったからだ。⽬の前にある感情の由来を理解することで忘れていた⾃⾝の⼀部を取り
戻せたメイは、若い頃の⾃分を改めて認識し、そのころの⾃分との関係を築き始めた。
今若い頃の⾃分にñかけるとしたら、どんな⾔葉が出てくるだろうかと尋ねると、「『よ
く頑張ったね。あなたは強い』と⾔ってあげたい」と答えた。表に出ることも声を上げ
ることもなかった彼⼥の⼀部は、感覚感情的レベルでようやく分かってもらうことがで
きた。そしてメイは、⼀⼈で感情を抱え込もうとすればするほど孤独を感じていたこと
を⾃覚した。この認識に後øしされて、⾃分⾃⾝にù感できるようになった。このセö
ションを振り返りながら、彼⼥はこの絵に『感情の混ざり合い』という名前をつけた。

メイの内的プロセスが途切れないように、þた別のプレイリストを作ることを勧めた。
今回は、若い頃の⾃分へ「よく頑張ったね。あなたは強い」というメöセージをñけら
れるような曲を集めることが課題となった。プレイリストを作った彼⼥は、óきなとき
にそれを聴きながら若い頃の⾃分にアクセスし、湧いてきた気持ちと争わず、ù感をも
って受けとめた。

セッション 4：調査（再教育的 MI）とワーキングスルー／徹底操作（再構
築的 MI） 

⼆つ⽬のプレイリストを作ったメイは、若い頃の⾃分が少しずつ打ち解けてきたと⾔っ
た。⾃⾝の孤独感と不安をよりõく理解したことが更なるóô⼼を掻き⽴てて、⼼理的
に何を必要としているのかに気づけるようになってきた。前セöションについての振り
返りをóんだ私は、彼⼥が⾃らの不安についてõく掘り下げる⼼構えができていると判
断した。

メイの不安が持つ性質を汲み取れるような楽曲を探しながら私から何曲か例を挙げ、
いっしょに聴きûべた。その間、それüれの曲がどう聴こえるかを説明してもらった。
私はþた、この MI 体験の療法的意図を明確にすると同時に、それが MI 連続体上のどこ
に位置するのかを⾒極めようとしていた。彼⼥の⼼のòþを揺るがすほどのリズム的緊
張感がある曲もあれば、旋律、和声ともに⼗分な緊張感を持つものの安全性と包容⼒に 

⽋ける曲もあった。メイは、カール・ジェンキンスの『パラディオ 第 1 楽章』を選び、 
MI 体験ではこれを 2回繰り返した。重苦しい緊張感が徐々に迫ってくるこの曲が、þさ
に⾃⾝の不安を表しているようだと彼⼥は⾔った。
絵（図 5）に描かれた不安（ù央の⿊い円）は「侵⾷してやる」と毒づいた。⿊の背後
にある寒⾊系の⾊は⿊の⼿下、つþり不安から派⽣した恐れや疑い、拒絶感である。（メ
イを表す）⻩⾊い丸は⿊に圧倒され、この耐えがたい状況から逃げ出したかった。⿊い
丸たちが⻩⾊い丸に追いつくのは時間の問題で、⾚い丸たちは、⻩⾊い丸を攻撃するた
めに待機していた。

図 5. 『不安との戦い』
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苦しみの渦ùにいるメイを⽬の当たりにして、私は彼⼥の勇気に敬服し、応援者として
感じ⼊っていた。私にできるのはただ彼⼥の内的強さを信じ、コ・セラピスト（co-
therapist）である⾳楽とùに療法的スペースを保ち、ù感を抱く⽬撃者として在ること
だった。絵を描き終えたメイは、⻩⾊い丸はこの状況から早くúけ出したかったが、同
時に戦うしかないことも分かっていたのだと語った。彼⼥は⾃分の分⾝である⻩⾊の気
⼒を体感することができた。

不安と戦うことがいかに⾻の折れるものかを理解したメイは、これ以上負け試合を続
けることはできなかった。不安とùに⽣きるためには、何か他の⽅法を探さなければな
らない。そこで、私は「この絵（図５）が良い⽅向に向えるように助けるとしたら、ど
んなふうになってほしい？何かを直すのではなく、ù感しようという衝動に従うとした
らどんなふうにこの絵をサポートする？」と尋ねた。このセöションでのさらなる MI体
験で、不安に対する彼⼥の態度は⼤きく変わった。エルガーの『エニグマ変奏曲 第 9
変奏 ニムロöð』がñれるù、メイは不安と仲直りをすることになった。これは私の
勧めによる選曲で、3回繰り返された。

図 6. 『成長』

依然として攻撃的だった⿊から離れずにいると、あるとき⿊が、友達として受け⼊れて
くれるなら⻩⾊に飲み込þれてもよいと⾔うのだった。すると、彼⼥は堂々と⻩⾊を描
き広げ、その周りを⻩緑とオレンジで囲んだ（図 6）。⿊は最後にピンクになって円のù
⼼にóれた。それは、þるで不安に⽴ち向かったことへの褒賞のようだった。豊かに拡 

⼤していくエルガーの曲にÿりながら、どれほど⿊を恐れてたかを忘れた頃、⿊を受け 
⼊れてみるという思いが浮かんだのだ。彼⼥はとうとう⿊を受け⼊れた。同時に、彼⼥
⾃⾝が⿊に受け⼊れられたようにも感じていた。互いに受け⼊れ合えたことが、彼⼥に
開÷感と満⾜感をもたらした。þた、⿊は実は初めからピンクだったのに、恐怖⼼から
それが⾒えていなかったのだと分かった。仲直りをしたら、⿊は元来の⾊であるピンク
に戻ったのだ。メイは「今、ここ」で⾃らの不安を潜りúけ、洞察⼒を持ってそれを体
験しきったのである。このセöションを振り返るメイに、不安の⾔い分が聞こえてきた。
どうやら不安は敵役となって、彼⼥がもっと打たれ強くなるように戦いを課していたの
だ。

セッション 5：統合（支持的 MI）
今回を含め 5 回のセöションを全体的に⾒て、メイは不安に対する⾃分の態度が⼤きく
変わり、それが⽇常にもó影響をもたらしていたことに気づいた。以前は不安をøしの
けてでも避けようとていたのに、今では不安との寛容で友ó的な関係を築いている。þ
るで⼼のモヤモヤが晴れたかのように、⾃分の⼈⽣に貢献してくれた不安の存在に感謝
の気持ちが湧いてきた。メイは、内的世界の⽬に⾒えないõみを感じ始めていた。
このセöションの焦点は、MI 体験を介して⾃⾝の成⻑を認識することだった。時間を
かけて吟味した末、私たちはラフマニノフの『交響曲第 2番 ホ短調 op. 27 アダージ
ョ』でこの最終回を締めくくることにした。外に向かって広がるù⼼部の⻩⾊は、「私は
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ここにいる」と⾔っていた（図 7）。メイが⾃⾝の存在を肯定しているのだ。⻩緑はそっ
と⻩⾊を⽀えてはいるものの、もう⻩⾊を守る必要はなかった。それは、メイがもう
「否定的な」気持ちを怖がっていないからである。⺟親の愛情はピンクとしてóれ、（ 2
回⽬のセöションで描いた）『太陽』の存在は、その⼤きなオレンジの円で全てをùかく
包んでいた。彼⼥を強張らせる感情（不安、孤独、恥ずかしさ、怒り）を表すその他の 
⾊（⿊、緑、⻘、紫、⾚）は、それüれ⼩さな⻩⾊い丸に収þった。⾃⾝が持つ多様な
部分として、メイはそれらを受け⼊れたのだ。彼⼥の絵が、その全体で「お疲れさþ！」
と⾔っていた。

図 7. 『新たな一歩』

考察
⾳楽⼼象（Music and Imagery; MI）を介した資源探し（resourcing）で、メイは⾃⾝の肯
定的資源に気づき、それを育み始めた。その結果、触れらることのなかった根õく強烈
な感情の数々に出会い、MI 体験によってそれらを統合していった。この継続的セöショ
ンを始めたころ、彼⼥の⾃⼰認識には曖昧なところがあった。しかし、⼼の速度を落と
して⾃⾝を⾒つめられるようになると、内的世界への敬意と慈しみが増した。それは、3
回⽬のセöションで彼⼥が新しい紙の上に絵を描き始めたことからも明らかだった。
これþでのメイの絵を⾒てみると、内的素材との更なる⼀致がúきているようで、⾊
の選び⽅が決然としてきた。特に 2 回⽬のセöション以降は、各⾊がよりはっきりとし
てきていた。最初の絵（図 1）では、彼⼥の内的⽣活の⽋⽚が不規則に散乱していたが、
その後 3 度のセöションを経て、その⽋⽚の集þりはよりバランスよく⼊念に描かれて
いる（図 6）。不安との内⾯的対峙が、彼⼥⾃⾝との仲直りと⼀致をもたらしたのだろう。

図 1. 『無題』 図 6. 『成長』

4回⽬のセöションで不安（⿊い丸）を検証しているとき、彼⼥は不安と戦うことしかで
きず、疲れ果てていた（図 5）。「⾃分」という感覚（⻩⾊い丸）は、不安（⿊い丸）や、
怒り、恐れ、抵抗、そして懐疑⼼の狭間に点在していた。しかし、不安との関係を再構
築したメイは、次のセöションでそれらの気持ちを⻩⾊で包みながら寄り添うことに専
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念した（図 7）。þた、「⾃分」という感覚は散乱することなく、彼⼥の肯定的な資源にそ
っと囲þれてù央に集þった。「⾃分」という感覚がより確かなものになり、感情の持ち
主である⾃分⾃⾝とさらに繋がったことがこの最後の絵に表れている。メイは、余すと
ころなく 100 パーセントの⾃分で新たな⼀歩を踏み出したのだ。

図 5. 『不安との戦い』 図 7. 『新たな一歩』

メイの療法的プロセスにおいて、⼤きな役割を果たしたものはいくつかある。þず第⼀
に⾳楽との関係は不可⽋だった。彼⼥には、バンðでの演奏ùに仲間との⼀体感を得た
り、実家のキーボーðからñれる⻄洋クラシöク⾳楽を聴いて落ちüいたなど、⼦供の
頃から⾳楽との肯定的関係があった。1回⽬のセöションでは、感覚感情記憶を辿れたこ
とが⾃⾝の内側にある⾳楽に近づくための鍵となった。彼⼥の⼼象に合わせた楽曲を選
んで聴くことで、メイはセöション後も内的プロセスを持続することができた。þた、
全セöションをøして⾳楽との良óな関係を育んだことは、彼⼥の個⼈内プロセス
（intrapersonal process）を実り多いものにした。
第⼆に、メイは隠喩（メタファー）を使って考えることができた。⾃⾝の⼼象とより
親密になり、⼼象の扱いに⻑けてくると、内的世界はより多くのことを教えてくれた。
そのことは、彼⼥の⾃⼰理解に⼤いに貢献した。初めは『太陽』というイメージと繋が
ることさえおぼつかなかったにも関わらず、このイメージのために作ったプレイリスト
を聴くことでイメージとの繋がりを保ち、絆を強めることができた。⾃⾝の肯定的資源
とのù存はこのようにして っていった。「⼼には⼼の原理がある」（Bonny & Savary, 
1990, p.33）ように、我々の内側にある⼼象には⼼象の命がある。⾃⾝の⼼象との関係
を築いたら、クライエントの内⾯で主体的な対ñが始þるのではないだろうか。この内
的対ñは、クライエントが⾃⼰認識や⼼理的⾃由を得る上で重要な役割を果たす。
第三の要素はプレリューðから導⼊（induction）への移⾏過程である。MI セöション
を⾏う上で、この移⾏を⾒過ごしてはならない。これは、これから始þる MI体験に向け
て、クライエントとセラピストがù同でòþをするための場である。ここではクライエ
ントの安全を保つと同時に、クライエントが⽬を向けようとしている⼀つの内的素材に
エネルギーが注がれるようにするのがセラピストの役⽬である。2回⽬のセöションでは、 
⽔⾊で描かれたメイの不安（図 1）を注視する必要があった。そのため、私はその不安に
ついての具体的な質問をした（例えば、「⼼のùの不安を感じてみて、どんな形容ðが浮
かんでくる？」「今は体のùでどんなふうにこの⽔⾊や不安を感じてる？」など）。不安
は外から来て、出ていかない感じだと彼⼥は⾔った。そして、⼼臓をぎñっと掴þれる
感覚を覚えるだけでなく、不安に追いかけられている気すらした。私は、メイが体験し
ていることを理解したかったのだ。彼⼥の内的素材に調和すればするほど、私は堂々と
揺るぎない状態で、彼⼥の⾔葉やニュアンスを取り⼊れながら導⼊の声かけをすること
ができた。
クライエントの内的素材とそれに対する⼼構えを明確にしたら、次は⾳楽を選ぶこと
になる。⾳楽はクライエントが選んだ内的素材と合致し、それを抱えられるものでなけ
ればならない。2回⽬のセöションで、メイは否定的な気持ちから逃げずにいた⻩⾊のò
の強さを応援していた。その⻩⾊の強さに⾒合う曲を探すため、私は「⻩⾊が持つ性質
が⾳楽だったらどんな曲？⻩⾊の強さをいちばんに⽀えられるのはどんな曲？どんな
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⾳？」と尋ねた。そして、⾊々なジャンル（クラシöク⾳楽、ó族⾳楽、ブラスバンð、
映ôのサウンðトラöクなど）から、メイと私が考えついたものを何曲かùに試聴した。
そして、⻩⾊に最もぴったりな曲を選んだメイに私は同意した。
別の例を挙げると、3回⽬のセöションで寂しい気持ちが含む強張りに合う楽曲を探し
たときには、「この寂しさにøじるような曲はなんだろう？『孤独な⿃』と⼀緒にいられ
るように助けてくれる曲があるとしたらどれだろう？」と尋ねた。彼⼥が選んだのは、
⾃⾝が感じていた寂しさに付õした強張りや緊張を代öするような楽曲だった。その緊
張感は私の÷øを超えていたが、メイにはその⼼構えがあると判断した私はその曲を使
うことにした。これはクライエントの MI体験のための選曲をする⼀⽅で、私がクライエ
ントの⽿をøして⾳楽を聴くためのプロセスだった。þた、⾳楽の構成要素を考慮する
ことに加え、緊張感のレベル（例えば、和声的緊張、リズムのùúさ、⾳⾊、旋律のñ
れなど）や、⾳楽的な包容⼒（どれほど安定的か、あるいは発展的か）、そして、クライ
エントと楽曲のû存関係も把握しなければならなかった。
第üに、MI 連続体により、私はメイの内的プロセスに沿って対応できた。⽀持的 MI、

再教育的 MI、再構築的 MI での体験をýþに⾏き来したことによって、彼⼥は置き去り
にしていた内的部分を⾒つけ、無理なく統合することができた。連続体に則った MI実践
は、セラピストがクライエントù⼼であることを基 としている。だからこそ、セラピ
ストはクライエントの内的プロセスにできるöり機敏に応えることができるのではない
だろうか。ただし、それは MI 連続体における⼀つのレベルから別のレベルへと軽率に⾶
び回るということではない。あえて⾔うならば、セラピストは MI 連続体の⽀持的レベル
の最果てから再構築レベルの最果てþでを、各レベルの間にある微妙な移ろいに配慮し
つつôごうとしているのである。

最後に、クライエントとセラピストの療法的同盟がこのプロセスには必須だった。メ
イと私は当初全 4回のセöションをする÷定だった。しかし、4回⽬のセöションを始め
た時点で、メイの⼼理的衝動に従った⽅がそれを妨げたり未熟なþþ抑えてしþうより
も⾃然であると判断した。それを踏þえて、もう 1 回セöションを加えることにしたの
である。これは、セöション数増減の可能性も含めて、療法的プロセスを重んじること
にメイが初めから同意していたからこそこの決断だった。このように柔軟な姿勢が、⼀
連のセöションの無理のない進展と終結に繋がった。メイと私の間にはラポールが築か
れ、時間にöりがあるùでの療法的やりとりに対する覚悟もあった。þた、期öがある
という⾃覚が療法的プロセスを後øししたことも確かである。
もう少し⻑い療法期間があったなら、私はメイの両親との関係に触れていただろう。
彼⼥の絵に描かれたピンク⾊はしばしば⺟親の愛情を表していた。4回⽬のセöション後
半の MI体験で不安と仲直りをした後、⿊はピンクに変わった。この褒賞のような驚きは
⺟親の賛同を象徴していたのだろうか、そして、これは彼⼥がかつて⺟親に求めていた
承認だったのだろうかと私は思い巡らせた。さらに、離婚した⺟親の気持ちを、⼗代の
彼⼥がどれほど内在化していたのかについても考えさせられた。両親の離婚に関するメ
イの感情的反応は療法的な場で語られることはなく、彼⼥は⺟親を守ろうとするように
なった。これらを鑑みると、両親との関係は、彼⼥の感情的⾃⽴と個性化
（individuation）を⽬的として探るべきþた別の⼼理的領域であっただろう。そして、
よりõい個⼈内の取り組みのために GIM 連続体モデルの全範囲を使うことも、メイにと
っては将来の療法的選択肢となるかもしれない。

結論 

⼤学で⾳楽療法を専攻するメイは、⾃⼰探求を⽬的に⾳楽療法へと紹介されてきた。7週
間におよぶ全 5 回の⾳楽⼼象（MI）セöションで勇敢に歩みを進めた彼⼥は、これþで
の学びを次のように表した。

第 4 回⽬のセッションで不安と和解することができ、不安がネガティブな感情だと
は思わなくなった。⾳楽は、私を前向きにしてくれたり、感情と向き合わせてくれ
たりする。そんな⾵に私をサポートしてくれる⾳楽に感謝したいと思う。
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メイは、⾃⾝の内⾯にある肯定的資源と感情的反応をよりはっきりと⾃覚できるように
なった。さらに確⽴した「⾃分」という感覚は彼⼥の本来性を⾼めた。不安を敵に回し
たり避けたりする代わりにその意味を理解し、⾃⾝の⼀部として受け⼊れられるように
なった。資源としての⾳楽をより意識的に使うだけでなく、内⾯から湧き出る⾃⾝への
承認と思いやりを感じられるのである。ñ動性と寛容性を兼ねþえた MI 連続体を⽤いた
ことで、メイは無理なく安全に腰を据えて内的世界を探求することができた。これら⼀
連のセöションがもたらした彼⼥の個⼈的発達は、⾳楽療法学⽣としての臨床技能に構
築的な影響を与えるとともに、⽌むことのない⼈間としての成⻑に活かされるであろう。
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